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３ 悩みや不安、心配ごとなど 

  60 歳以上の単独世帯は単独以外の世帯よりも「必要な医療サービスが利用できている」と実感し

ている層の割合が低く、悩みや不安、心配ごとなど精神面で負担となっていることとして、自分の健

康状態を挙げる割合が単独世帯以外の世帯より高いことから、単独世帯の高齢者は単独以外世帯の高

齢者よりも健康面に不安を抱いている割合が高いと考えられます。 

  また、悩みや不安、心配ごとなどについて収入や家計を挙げる割合も高くなっており、本人の年収

が 200 万円未満の層が全体の約 7 割を占めていることを勘案すると、経済的に不安を持っている方

の割合が高いことがうかがえます（図表4-1-3）。 
 

 

 

図表4-1-3 60歳以上の世帯類型別の悩みや不安、心配ごとなど（複数回答）  （単位：％） 

  
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

４ 近所づきあい 

  近所づきあいの有無について見ると、60 歳以上の単独世帯は他の世帯よりも近所づきあいのある

人の割合が少なくなっており、孤立化が懸念される状況にあります（図表4-1-4）。 

 
図表 4-1-4 近所づきあいのある割合（60歳以上の世帯類型別）      （単位：％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳細なデータは別冊のデータ集186㌻ 
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